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第 2 章 空気中における部分放電
平行平板ギャップの聞にガラス板をはさんだ複合誘電体に，直流電源からギャップの放電開始電圧
をあらかじめ与えておき過電圧を重畳したとき流れる部分放電電流を，オシロスコープで読みとった。
放電電流波形は過電圧の大きさにより山形， Townsend 形，ストリーマ形の 3 つの型に分類される
ことが認められた。放電電荷量，放電パルス幅，放電パルスの立上り時間，各形間の転移過電圧，放
電時間遅れなどを測定し，計算値と比べ，比較的よい一致をみた。
第 3 章 各種気体中における部分放電




電気負性の SF6 ガス中では高気圧になるほど， ストリーマ形になりやすく，負イオンの効果を考
-410-
慮にいれたモデルを採用すると実験結果がよく説明できることを述べた。

























とを見出した。またこの手法を Ar 等の不活性気体や SF 6 , N 2+0 2 混合ガスの放電についても応用
し，多くの知見を得ている。
以上に述べたように，本論文は複合誘電体中の放電機構を解明する上で重要な多くの新知見を含み，
電気工学の分野で貢献する所が大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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